
寡占企業の最適広告政策について

阿部文雄

I はじめに

周知の如く，寡占的大企業の広告・宣伝活動は，非価格競争手段として研究

開発活動 (R&D)と並んで重要な企業戦略となっている。我固における最近の

総広告支出も，軍事支出並みの対GNP比約 l制くを占めていると言わ札テ

レビ，ラジオ，新聞， 雑誌等いわゆるマスコミニコケー乙/ョシの発達ととも

に，今後ともますます現代社会における重要性を高めていくものと思われる。

一方その重要性を反映して，広告活動にi対する経済分析もきわめて活発かつ多

様に展開されている。古くは，マー乙/ヤ/レ， ピグー，カノレドアに始まり，いわ

ゆる「カノレドア仮説」の提示が見られたが，本格的な研究とし℃は，実証面で

は， 1950年代以降アメリカを中心に発達した産業組織論を背景としたアプロー

チ，理論面では， Dorfman & Steiner (7') ， Nerlove & Arrow C12')による

理論的研究を契機に，最適制御理論や微分グームといった新しい数学的手法を

応用したアプローチがある。最近， Comanor & Wilson (5) ， Butters (3) 

Sethi (16J ，岩崎(10J等によるすぐれた展望論文が相次いで発表され，広

告研究における lつのピークを迎えた感があるが，ここで特徴的なのは，実証

的研究と理論的研究(あるいは産業組織論的アプローチと制御論的アプロー

チ〉にはほとんど相互交流がないことで、ぁ2;これはその方法論上の相異以上
に，分析目的の相異が顕著であるためと思われる。即ち，実証的研究では，そ

の先駆的研究としての1950年代のBain(1)は，主として広告と参入障壁との

(1) 昭和54年版『電通広告年鑑』によれば，昭和53年度の我国の総広告支出は1兆8，457億
円であり，対GNP比は0.895ちとなっている。
(2) 例えば， Comanor & Wi1son(5)には59論文， Setbi(16)には加論文が展望のために参
照されているが，両者に共通した論文数は5つ程度しかない。
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関係に，又1960年代のTelser(18)は，広告と市場集中，企業規模との関係の

検証?とそれぞれ重点を置いたとされるように，それらは;産業組織論を背景に"

広告と競争(あるいは独占)が相互に如何なる関連性をもつかが主要な関心事

となっている。一方， Nerlove & Arrow (12) 以来活発に展開された理論的

分析での主要な関心は，所与の市場構造の下で，独占乃至複占企業の広告支出

に関する最適性規準，及び時閣を通じての最適径路の導出とその特徴の検討等

にあったと言えよろ。確かに分析の背景には，企業なり市場がその独占度を高

める場合，広告誘因が増大するのではないかといちカノレドア仮説以来の基本的

視点が存在するのかもしれないが，分析手法の制約もあり，これまで明示的な

考察の対象となっていないと言えよラ。

ところで，広告誘因(あるいは広告強度)と市場構造の聞には何らかの一般

的な関係が存在するのであろろか。実証的検証の示すところによれば，必ずし

も独占と広告誘因との聞に正の相闘が存在していることを証拠づけていないよ

うである:そこで視点を変え，このような問題を理論的に接近しようとする場

合， どのような条件をモデノレが備えていなければならないだろラか。そのため

には，①企業数が複数存在することを明示した寡占モデノレであること，②市場

構造を明示的に示す何らかのパラメータなり変数を含んでいること，等が考え

られよう。小論文はこのよろなことを念頭に置きつつ， DoIIman & Steiner 

(7)から， Nerlove & Arrow(12Jを経て， Gould (8Jへと展開された最適広

告政策に関する理論的分訴を寡占市場を想定した場合に拡張する 1つの試みで

ある。このような理論的発展径路で特徴的なことは，広告を通常の資本設備へ

の投資と同様に，グッドワイノレ (goodwill)と呼ばれるストックへの投資と考

えるととである。周知の如く， Dorfman & Steiner (7)は静学的状況の下で

の独占的企業の最適価格一広告政策を導出した。又， Nerlove & Arrow (12J 

(3) 例えば， ComanOI & Wi1son(5)， ButteIs(3)，藤本(9)，岩崎(10)等を参照。
(4) このような分析の詳細かつ広範なナーグェイが Sethi(16)でなされている。そこで
は分析を次の4つのグループに分類している。①広告資本モデル，②販売高反応モデル
③ミクロモデル，③制御論的実託研究，である。
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はグッドクィノレストックといろ概念を初めて導入し Dorfman & Steiner モデ

ノレの動学化を行なった。更に Gould(8)は Nerlove& Arrowモデノレに広告

のもつ情報拡散過程及び広告支出に関する非線型費用関数を導入することによ

り拡張を行なった。

一方広告に関する理論的研究にはもう 1つの大きな流れとして Vidale聞

Wolfe型モデノレがある。これはグッドクィノレストックという概念を用いず， も

っぱら広告と生産物のマーケットνヱアの関係に着目するものである。更に

Vidale圃Wolf型モデノレを複占市場に拡張した興味深い研究し-(， Deal， Sethi 

and Thompson (6) ， Leitmann & Schmitendorf (11)等がある。これらの

モデルはゲーム理論的には微分ゲームの応用として興味ある結果を引き出して

はいるが，反面，広告のもつマーケット乙/::r.ア上昇効果(競争的効果)に重点

を置さ過ぎ， その市場規模拡大効果や広告が本来もっとされる長期的効果

(long lasting effect)を考慮し℃いないといった問題点があると思われる。

小論文の構成は次のようになっている。 E節でモデノレの定式化と最適価格政

策を述べ， m節で最適広告政策の導出とそのいくつかの特徴の検討を行ない，
IV節で比較動学分析を行ない，あわせてある限定された範囲内ではあるが，グ

ッドクィノレ乙/ェアを独占度を表わす代理変数と見て， この上昇が広告誘因に対

して負の効果をもつことを見る。

E モデルの定式化と最適価格政策

寡占的大企業の広告活動は，周知の様に大別して次の 2つの効果をもたらす

と考えられている。即ち，①情報提供的機能に基づく市場拡大効果，②ライノミ

Jレ企業から顧客を奪う競争的効果，である。そこでこの 2つの広告効果を明示

的に考慮することができるよラに，次のような需要関数を想定しよう。
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p(t) = (ρl(t).ρ2(t) . 一・…， ρn(t)J

ここで，仇(t)はt時点における第t企業の需要量 (Nは企業数)， A(t)
は同

じく第t企業の t時点でのグッドワイルストック，ai(t)は第t企業のグッドク

(3) 

第 2号第53巻-424ー

pは又，
イノレストックの，市場(産業)全体のそれに対するVヱアを表わ

す。

このような需要関数の下では第t企業の価格グェクト/レを示している。さて，

グッドワイ lレス「ックの微小 1単位の増加は，価格グェクトノレ及び
Aj(jチZ・)

を不変として，

1一町内札
十一一竺に'"'-'(4) ヱA.iDai 

ここで，D.Xi / DAi I ai=consは第t企
業のグッドワイ lレストックの増加がそのνヱアの変化を伴なわないときの需要

8ai Dx色
白否互~ I ai=const 

だけの需要の増加を誘発す!るであろう。
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グッドクィ Jレストック即ち市場規模拡大効果を表わし， (4)式第2項は，増加，

(ai)を変化させた場合のライバJレ企業からの競争的効果の増加がそのvェア
このような仮定は又，次のような含意を

も持っている。即ち各企業のグッドクィルストックの増大は市場
規模を拡大さ

その効果の分配は各企業の広告支出における貢献度に応じてな
される

さて需要関数(1)については以下の仮定が置かれる。

に基づく需要のvブトを示している。

せるが，

ということである。

2主ic>O
Bρj 

2主くO.
aρ~V ， 

(5) 
月2..-

ニヂt三五O
U肺sま>0，生ilGFConst.〉02五Ih._~~~~+ く 0 ，

8A， I ...， -VVUO_.  -- v. DA♂I ai=const. 

この節では，次に費用関数として，

(6) 
Ci(t) =Ci(XI(t)J 

Cも(席。>0， (すべてのお>0に対して)Ci' (刈>O. c/' (Xi) > 0 "4..仮定し，

で示唆され，Nerlove & Anow (12J 更に広告投資に関しては，とする。

Gould (8)で採用された非線型費用関数 W(日を仮定し.W(Ii) > 0 .W'(1i) 

W'(O)孟 Oとす
> o. W"(Ii)> 0 

る。従ってW(却は粗広告投資 Lを行なうために必要な広告費用(貨幣支出〉

である。又広告投資については，
ここでO三五L孟/1.maxに従ちものとする。

(すべての /1>0に対して). W(O) = 0， 
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lt. maxは第t企業に課せられた籾広告投資率の上限であり正の有限値とし℃外

生的?と与えられているものとされる。

以上のことから第 i企業の t時点における利潤77:i(t)は次のように
示される。

πる(t)=ρi(t)Xi(t)--CiCXi(t)) -W(1i(t)) (7) 

次にグッドワイノレストックに関する動学方程式は， Nerlove & Arro
w (12)に

従い，

A(t)=Ii(t)-oAi(t)， o>O 

A.(O)口 AKgiven)

(S) 

(9) 

で示されるものとする。ここで 8はグッドワイノレストックの減耗
率である。そ

こで第t企業の最大にすべき目的汎関数は計画(ゲーム)期聞を通じ℃予想さ

れる利潤総額の割引現在価値

T 

Mi= I的(t)e-ptdt，ρ>0
O 

で示される。とこで 8は割引率(利子率〉である。更に各企業は
Nash均衡戦

略をとるものと仮定される。かくして上述のモデノレは有限固定
期聞にわたる非

ゼロ和N人微分ゲームである。又このモデノレの最適解を各企業が実
際上計算で

きるようにするために次のような 2種類の情報構造を仮定す2;① pe巾 ct
informa tion (完全情報)，②complete information (完備情報)

。①は自社

及びライバル企業の過去及び現在の価格水準とグッドワイルス
トックの水準が

すべて既知であること，②は自社及びライバノレ企業の費用関数
及び需要関数が

既知であることをそれぞれ意味している。

さて各企業は価格水準に関して ρ(t)に何らの制約も課せられていないので，

ライバノレ諸・企業の価格水準を既知として各時点で自らの現在利
潤を最大にする

ように調整することができる。従って各時点における最適価格
水準は，グッド

クイノレストックの水準を与えられたものとしたとき，通常の
独占分析と同様

(5) ここで仮定されている情報構造の訳語及び詳細な内容については，
例えば鈴木光男

「グーム理論の基礎1J (BASIC数学 1980，2)，同「情報のグーム理論，
1. II • illJ 

(数理科学， No.195，1979)等を参照。
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に，

871i= 0 ∞ ρi*=~C/(Xi) api-v ~ [J' 市-1 
位。

で与えられる。 ここで ηaばl官官t企業の需要の価格に関する堅手カ性であり， 正の

このときすべての価格を成立させるため慣例により豹>1が仮定される。

め >0に対して，か*-cr(zz〉212::>Oが成立する。-.t記側式の関係は所与
ηる

のグッドクイノレストックに対する最適な価格と生産量との組合わせを示すもの

であり， 従ってそれはグッドワイノレストックの水準と需要の価格弾力性に依存

するととになる。 それではグッドクィノレストックが変化する時最適価格水準は

どのように変化するであろうか。との聞いに対し， 一般的にはJそれは需要の価

格弾力性に対してグッドクィ Jレストックの変化が及ぼす効果に依存するといえ

よラ。従ってヨリ特定化された需要関数を用いることなしにはこの間いに答え

ることができないであろう。 Ner10ve & Arrow (12')では， 比較勤学分析を

行なろに際して，線型の費用関数及び対数線型の需要関数を仮定することによ

り， グッドクィノレストックの変化に対し，価格及び需要の価格弾力性が不変の

ケースを取扱っている。そこで以下の分析では，分析上の簡単化のために費用

グッドワイノレストックの変化は最適価格水準及び需要関数はJ~型であるとし，

の価格弾力性を変化させないものと仮定しておとラ。

E
 

最適広告政策

この節では Starr& Ho (7) で定式化された非ゼロ和N人微分グームに対

する必要条件を適用して最適広告政策を導出し， そのいくつかの特徴を明らか

にしていく。まず第i企業の current-valueのハミ/レトニアシを
N 

Hi(t) =的(t)十三Aii(t)(l/(t)-oA/(t)) ， i=1， 2， "'''， N 

とすれば，我々のモデノレに対する最適広告政策の満すべき必要条件は，

引

H』『
1
1
 
(
 
以下の

条件 (i)， (ii) ， (iii)を満す連続な関数入り(t)が存在するととである。

、、，J.‘A
 

〆{、

8Hも(t)
入i/(t)-Picij(t) =一百互ヌt)- (12) 
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(ii) Ht(11*， lz*，'，I*N)主主Hi(11*，12ぺ…，1*i-1，li，l*i+1 ，…I*N)
 

(iii)入ii(T)= 0 

(i=1， 2，一，N) 

とのとき費用関数 W (1i)のIるに関する strictlyconvexityより，
Hiに関し

て strictlyconca veであることが分る。従って条件(ii)は，クーシ
・タッカー

日訪

日41

I 8H _ _ T 8H ¥ 
条件(一孟0，1 ~~;-= 0， 1孟oIより，¥ 81 === v， ~ 81 v ， ~ == v ) 

1 i*(t) = 0 if I¥'ii (t)手W'(O)

l;* (t) > 0 ifλii(t)>W' (0) 

A，ii(t)=W'(1i) げ li*>0 

門

町

叫

刊

叩

w

m

H
り

内
HUF

付

け

い

恥

HUF

であることを示す。 このとさ次の命題が成り立っている。
即ち， 補助変数

A，ii(めは計画期聞を通じて非負でなければならなれ。

さてとこで上記仙式が示す最適性規準の経済学的意味を考えて
おとう。間式

より，

Oπも(t)
A，ii(t) = (p+ 8)A，ii(t)一一一 位8)

8Ai(t) 

を得るが， この間式の両辺に exp(ー(p+o)t)を乗じて整理すれ
ば次式を得

る。

会〔入ii(のe-(p+o)t )一設けは)t qω 

そζでこの両辺を区間(t， T) (0 豆t豆T)について積分して
整理すれば次式

が得られる。
T
A
 

t
 

r
t
t
E
J
 

一一
、、，J
4tue r、、

-Z 
入

8 (πも(s)e-p(s-t)) 
8Ai(S) 

e-o (s-t) ds 四)

(6) このことの証明は次のよラにされる。

今任意の九時点 (hε(0，T))においてA，ii(h)く0であるとすれば， U8)式
より A，ii(h)

く:0である。故にt>れなるtに対して，A，ii(t)<Oとなる。このととは横断条件A，ii(T)

oと矛盾する。従っ tて，A，ii(t);;;;;O， tE(O，T)でなければならない。
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即ち I¥ii(t)はt時点でグッドワイノレストックを微小 1単位増加させたときそれ

によって増加する，利子率と減耗率で割ヲ|かれた現在価値の総和に他ならない

ととを示している。それ故入ii(t)はt時点におけるグッドタイノレストックの帰

W'(Ii) は;グッドワイノレストックを一方，と解釈される。属価格(影の価格〉

カミくして微小 1単位増加させるのに必要とされる広告支出(費用〕を意味し，

上記最適性規準は伝統的経済理論にぎわめて適合的解釈を与えるものである。

次!'c動学体系

(18) i“(t) = (P+O)I¥ii(t)一(ムーci')皇乙
8Ai 

(8) Aも(t)=li(t) --OAi(t) 

(I¥ii. AD一空閣の正の領域でユニークな定常解が存在するととを見てお

A.ii= 0を満足する曲線がんに関して減少関数で

には，

ふ同、ル」
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ず
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ま
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とう。

(21) I¥H I・ 一直二区 f生i:..1_ .L +.kai ~xiì 
>i I I¥ii口 o ρ 十O l8A; I ai=COnst. I .~了瓦7 福~)

であるから，

。入i!1ρi-Ci'(θ2X包 ，8ZXi( 8ai¥2 θXi 82aの
沼;I-;"i口 O一予平下la互z玄 Iai=COnst. +露五怜A~) +弱;-8"A戸)<0

(22) 

A;に関して増加関数であることも次の如く示さである。次に Ai=0曲線が

れる。 A;=Oのとき，

(23) Atz÷I4〉 O

(24) 
1 81ィ 1
=一一一-=一一一一一>0
O 8入臼 oW"(I包)

従って，

θAi I 
瓦引 Ai=O

故に，

。5)
である。かくて第1図から明らかな様!'c定常点(解)Eiが (λ仙 Ai)一空間の

θλNI 
話 1Ai=O >0 
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正の領域でユニークに存在することが分る。

さて上記定常点Eるは鞍点 (SaddlePoint)である。即ち

。Adif 
~~-~ I _ =p+o 
8入iiI * 

_ ，，(8'仇 ，82xi I 8aる¥8的 8'aiia'A; I *くか-c吋互;zlぬ=const.十研(日)+ ~;: 8A;~j =K> 0 
8Aも
8A.ii I * W" (li) 
8At I 
8Ai 1*= --o 

であるから(*印は定常点、での評価を示す)，定常点Etで評価した勤学体系側，

(8)の特性方程式の固有根 (0)は，

0= -t-:t((+)'吋(川〉ゆ〕を (26) 

で示され，符号の相異なる 2実根をもっととが分る。

ところで定常点 Eiにおけるグッドヲィルストック Aグは， その販売高?と対

する比として示せば，

一

ω一V
A
一
市

一十一*

*b一
仇

A
一げ

白司

Ai♂が
となる。ここで βi=一一←ムであり，需要のグッドワイルストックに関する弾

Xi 8Ai 

力性を表わしている。

かくて第 i図の位相図からも推察されるように最適広告政策の特徴として，

任意の初期点A♂から出発して計画期間中の大部分を定常点Aグの近傍内で費

やすという「ターシパイク性」が見られるであろう。

(7) このことの証明は， Cass， D(4)で用いられたのと本質的に同様の方法でなされる。
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λu 

予Ai

第 1 図

W 比較勤学分析

この節ではまず最初に， Oniki (13) で示された手法を使って諸パラメータ

の変化が企業の割引現在価値に如何なる影響を及ぼすかを検討し，次いで

Treadway (l9J ，Gould (8)で示された方法によりグッドタイルストックの

νェアの高低が広告投資に如何なる影響を与えるかを調べてみよう。

まず，新しい変数V(t)を次のように定義する。

V(t)= (か(t)Xi(t)-Ci(ね)--W(li))e-pt =β(Ai， ̂'ii， ())白8

更に，

Ai(t) =Ii(t)-oAi(t) =α(Ai， Aii. ())悶)

ん(t)= (川)̂，ii一(ム-ω32jz〈A，M，o) 側

とおく。上記聞，間)から

ゐ =αAAo十出入。 +αo 凶+会H入。 +α。 (31) 

子。 =βAAo十品川 +β。=(ムーcd(h〉〕 fEe-ρtAo-ZJe-ptxo+β。
8Ai 

(32) 
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を得る。とこで Ao=8AjSBであり，他の変数についても同様
である。そとで

(31)xW'e-pt十(32)により，W'(li)=i凶も考慮すると次式を得る。

十。+~. r Ae ̂-e-pt i =M-ptαo十βodt l.. .~， ，.v ) 

(33) 

これを区間 (tt，t2) (t1く t2)につい℃積分すれば，

V 0 (t2) -V 0 (t1)十Ao(t2)λ(t2)e-pt2 -Ao (t1)入(t1)e一ρt1

=Jじゅ叩t十f;:ω (3品

を得る。そとで今，t1= 0， t2=Tとし Oとして p，o， Ao， aoをとり
上式 (34)

に代入して計算すれば以下のことが得られる。

A
U
 
く
A
Y
U
 

，a
 

ρ
 
ae 

4
F
u
e
 、J

E
T
b
 

〆『‘、π
 

T

o
 

f
a
'
E

，J
 

一一
V
一P

《

O
Z
O

ß~ 

。V r 
一一=ー! 入ii(t)Ai(t)e-pt dt< 0 
S 8 J 0 

(36) 

av 
:=;-Ji=A..'i也(0)>0
SA。

(3百

。V ~Aio 
で一=ー」合ii(0)> 0 
Sao l-aio 

(38) 

即ち時間割引率pとグッドワイルストツクの減耗率 8の上昇は企
業の割引現在

価値を減少させ，初期グッドワイルストック及びそのνェアの上昇はそれを増

大させるであろう。

さて次に，第t企業のグッドワイ jレストックのνェア (ai)の変化が広告投

資に如何なる影響を及ぼすかを検討しょラ。広告投資Ii(t)に関してそ
の微分

方程式を陽表的に表わせば，旬)，制式により次のよラになる。

ム(t〉=WFjの ((p+8)W'(ωーくかーω議〕 (39) 

そとで，
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ali(t) _ a 1 aAi Ii I aai 玄 Aj1 i 
- 一一一-aaる(f) a Ai aaiー λも I aA色-l-aiλz

~Ai Cp+o)W'ω-ω-ω設
l-ai Wグ (Ii) Ch-oAi) 

であるから，この式の符号は第 1図における 4つの領域で区分される
。

ali 
C i ) 領域1， mでは， τ7く OUUi 

(40) 

日l
Cii) 領域II，IVでは，百三>0

である。但し領域IVは最適径路が通過しないから事実上排除される
。残りの 8

つの領域の内で最も興味ある領域は 1である。ここでグッドワイノレス
トック

がその最適水準以下であり，活発に広告投資を行なおう ζする
状況にあるから

である。この場合にグッドワイルストックのヰ/ェアが上昇する
時，広告投資は

減退する。今、このグッドワイルストックのνェアを独占度を表わす一種の代理

変数と見なすことができるならば，それは広告誘因と独占との
閣の負の相関関

係を示すこI とになるであろう。

そこで最後に， このグッドタイノレνェアと独占度との関係について検討し，

上述の見方がある範囲内で正当化されることを見ておこう。今
第 t企業の独占

度を示す指標として販売高のνェアCXi)をとると，それは次の様に示される。

d
J
 

Z
 
.。JAY
 

N
2
=
 

，，r' お
A
H
‘
 

一一X
 

(41) 

さて第t企業のグッドワイルνェアが変化する場合， 第t企業の販売高乙/エ
N N 

アは次の様に示されよう。(ここでヱ・=~勺~・~である〉j=l jキ j=l
1キZ

aXi_ J .1.. aXi......._ ...._ â~ ムー l / 
τ~=) かτ士2ρj.Xj-PiXiー玄!:jXj~ / C~PiXj)2 
UUi 、 UUi UUi 

=(MM32- 仰ほtρ捻;+ρな~)}/ωjXj)2 

{ 角伊 丹ゲ一角ai) / 
=~ムヱ ρ.iXj -吉子一ρiXi~ρj <王子 τブ}/(ヱρ1Xj)2

 

uai .iキ U((，j UUiJ I 
位a
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ところで第i企業のグッドワイノレνェアが変化す!る場合， それは次の 8つのケ

ースの結果とし℃生じる。

(i) A包ヂ 0， A.t= 0 

(ii) Ai= 0， Aiチo1 l(jは4以外の N-lのうち少なくとも lつ以上
(iii) Aiチ0，AjチoJ を示す)

8.x包 8Xj8aj 
それぞれのケースにより，百五i'両ja瓦はAiないしんを媒介するか否かの

相異が生じるけれども，いずれの場合でも

8X" 五:>0 (0 ~ai"::;;' 1 ) (43) 

が成立していることが明らかである。従ってこの関係を典型的なケースで図示

するならば第2図の如く示されよう。 ここで Xiは;全く広告活動をしない場合

の販売高乙/ェア，Xiはその反対に他企業が全く広告活動をしない場合の販売高

乙/ェアである。かくして，XもくX包<Xiという範囲で独占度を考えるならば，

それはグッドクイノレ乙/ェアと正の関係が存在することを示しているといえよ

う。

Xi 

1 

Xi 

a. 。 1 

第 2 図
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V あとがき

以上により我々は， Nerlove & Arrowが導入したグッドクイノレストックを用

いた広告モデルを寡占市場を想定した場合に応用した。とのモデルによって得

た特徴的な主な事柄は，第1に広告投資即ちグッドクイ/レの増加は市白場規模拡

大効果と競争的効果の和として販売高増加を期待できること，第2に各企業は

各々の最適グッドワイルストック水準を目ざしてターンパイク的政策をとるこ

と，第8に任意のある企業にとっ-C，グッドタイノレス}ツクの乙/ェアの上昇は

広告誘因を引下げること(定常点に向けてグッドワイノレストックが調整される

局面では)，である。

一方このモデノレの問題点及び限界についていくつか述べておこラ。第 1にグ

ーム論的観点からの問題点として，各企業の最適広告戦略がライバノレ企業のと

る広告戦略に間接的にしか反応しないこと， ElPち任意の t時点におけるある企

業の広告戦略がその時点でとられるライバノレ諸-企業の広告政策には依存せず，

過去の累積広告量としてのグッドクイノレに依存しているととが挙げられよう。

これは需要関数等にグッドクィノレストックが入っており，現在時点での自社及

びライバJレ諸企業の広告支出が入っていないためである。従って数学的には微

分グームの形でモデルを定式化したけれども，本質的には通常の最適制御理論

の適用となっているのはこのためである。

第2に先に指摘した第3の特徴と関連して，グッドワイノレストックの乙/".ア

が低下した場合広告誘因は増大することになるけれども，では完全競争の状態

が最も激しい広告を行なうかといえばそうではない。というのは我々の分析で

は寡占市場を想定し，価格水準及び需要の価格弾力性を一定として取扱かって

いる。この仮定は分析上の一般性を失うけれども非価格競争としての広告戦略

を考えるという限定された範囲では現実性はかえって増大するであろう。しか

しながら一般的には市場がヨリ競争的になるにつれて，需要の価格弾力性は無

限に上昇し，かくて価格水準は下落し次第に限界費用に接近する。従ってこの
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場合広告投資の限界的効果は，広告のもつ2つの効果が大きくなると予想され

るにもかかわらず，消滅することになろう。このような文脈での分析を詳細に

検討していないことも小論文の 1つの限界と考えられる。

更に第8に以上の広告と競争との正の関係に関連して注意す}べきことは広告

に関する規模の経済性についてである。従来広告と競争との負の関係を主張す

る論者は広告に関する規模の経済性を根拠としているようである。小論文では

逆にグッドワイノレに関して逓滅的な場合を想定している。規模の経済性が働く

よラな状況を想定した広告戦略については，その現実妥当性の検討とともに残

された課題である。
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